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H  $  & 容L の g 旨
本論文の目的は、知的障害者施設の職員と施設長による脱施設化についての意識を明らかにし、今 
後わが国において脱施設化を推進する上での課題を明らかにすることである。
第 1 章では、知的障害者の脱施設化に関する文献レビューを行い、これまで展開された議論の論点 
を整理し、研究の基本的視座を確認した。
第 2 章以降では、脱施設化志向の現状について量的調査により明らかにした。調査対象者は、近畿 
2 府 4 県の知的障害者施設200箇所を無作為抽出し、1 施設につき施設長及びそれ以外の職員各1 名 
の合計 4 0 0 名とした。調査方法は、自記式質問紙を用いた無記名の郵送調査であり、回収数は261 
票 （65. 3% ) であった。調査で得られた脱施設化志向得点を変数間の類似度とした階層的クラスター 
分析を行った結果、「心理 • 社会的援助」のクラス夕一を構成する項目群では脱施設化志向得点が最も 
高く、「医療 • 行動面の援助」のクラスターでは最も低い値を示した。これにより、脱施設化志向の 
強さは援助内容の特性によって異なることが明らかになった。
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名の合計400名を対象にする調査分析を主としている。施設内の援助内容として「医療•行動面の援 
助」「重度者の外出促進の援助」「心理 • 社会的援助」の 3 クラスター解を採用し、「心理 • 社会的援助」 
のクラス夕一を構成する項目群では脱施設化志向得点が高く、「医療 • 行動面の援助」のクラスター 
では低い値を示したことから、施設内での援助内容により脱施設化志向の強さが異なることを明らか 
にした。
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